
HDB-30V-HPS

この製品（HDB-30V-HPS）は専用の手動超高圧ポンプを搭載、HHMC((ハンディ・ハイドロリッ

ク モーション コントロール(特許))方式により、各種ストレージメディアを 2本のパンチャーが押

し込みながら、V字型に折り曲げる（破壊プレート２カ所 合計４カ所）パンチ＆ベンド＆ワッフ

ル３つの方式で、米国NSA/NISTに完全に準拠した物理破壊が可能です。(破壊証明書作成ソフト及び

キャリングカートは別売)

メカニカルインターロック（扉を閉めないと動作しない）安全機構、指の挟み込みを防止するセ

キュリティファースト機構を搭載したワールドワイド市場のデファクトスタンダード製品です。

SSD等は、ワッフルアダプター HA-30V-SSD-HP（付属）の利用で、裏面80個の多点破壊（ク

ラスター）に対応、セキュリティレベルに合わせた物理破壊が可能です。

汎用SSD（エンターブライズ用途SSDは含まず）ワッフルアダプタHA-SSD-30により3トン～６ト

ンの圧壊力で確実な多点クラスター破壊が可能です。（＊横置き、縦置き）

（付属品）パソコン手解体や/スマートフォン/ HDD/SSD分解する、日東ホルカムが選んだHK-

10MAーA（安心パック）付属しています。（ZOOMによる操作説明リモートサポート）

３年保障（本体）機械的寿命100,000回(アダプタ含まず）

仕様

手動式 超高圧油圧機構（メカニカルＨＭＣ）

破壊手法

日本式と米国式の物理破壊が可能。
米国防総省（NSA//NIST準拠。)

脱着式ワッフル破砕、Ｖ字折り曲げ、２箇所の穿
孔穴破壊（業界初）

モーション破壊
力

圧壊力 3~6トン/N メカニカルモーション

破壊シャフト２本

破壊プレート２カ所
SSD 多点破壊力時３トン

多点V字破壊２回～３回
（合計6トン/N) 

安全・簡便

SAFETY FIRST

メカニカルインターロック機構を搭載。

（扉を閉め駆動エリアを隔離しないと動作しな
い）、指の挟みこみ等のケガ防止ヒューマンエ
ラー機構）特許取得

小型 400X235X175mm

重量 12Kg（本体）

破壊時間・動力
性能

約10~20秒 (10~20回レバー操作）・300ワット

対象メディア 3.5”, 2.5” HDD,CD,DVD,BLD,MO,CF/USB/SSD等

マーケット オフィス,医療, 学校, 軍,官公庁

官公庁・自治体ニーズに合致したプロポーザルパック
長寿命コスパ業界Ｎｏ，１

アダプター HK-10MAーA（安心パック ）付属
パンチ、ベンド、ワッフル３つの破壊手法に準拠



販売リセラー（代理店）

Crush Box HDB-30V-ZW

HDB-30V is designed to 

conform the NSA 

guideline

HDB-30V has two 

destruction 

shafts that can 

make two holes. 

キャリングバック SSD/CD/DVD/ZIP
/MO用アダプタ

HK-10MA-A

(安心パック)

<製造元> 日東造機株式会社
<東京R＆D事業所・ショールーム> 

〒130-0014    東京都墨田区亀沢2-4-10

TEL:03-6240-4555 FAX:03-6240-4566
ホームページ http://www.nittoh.co.jp

問合せ先 :  唐鎌 crushbox@nittoh.co.jp

<本社工場＞
〒297-0029  千葉県茂原市高師585

TEL 0475-26-5361  FAX 0475-27-4660

HDB-30V-HP 物理破壊の様子

HDB-30V-HPSの付属品↓

Physical Destruction

SSD,mSATA,M.2,

CF等、HA-SSD-30V

DSC-AOS4-CD/USBはHDD/SSD等のストレージメディ

ア（電子記億媒体）の物理破壊完了を証明書として
発行し記録に残すガイドライン完全準拠のソフトで
す。Excelを扱っている方なら簡便に直ぐ使えるよう
に工夫しています。（国際特許取得）
付属品
●ソフトインストール済みUSB （Zoom等でのサポ
ート対応付き） ●操作マニュアル
DB-AOS３の簡易版です
5W2H2C ハイリスクアプローチ対応品（ZOOMサ
ポート付き）。

オプション（物理破壊証明作成支援ソフトDSC-AOS4-CS/USB（自治体ガイドライン準拠）)

オプション

操作レバーの上下で

指をはさまない構造

破砕エリア隔離しな

いと駆動しない。

解除用ドライバー
ダストブラシ

tel:03-6240-4555
http://www.nittoh.co.jp/
mailto:karakama@nittoh.co.jp


セールスは嘘をつく？

【背景】

販売業者が故意の虚偽事実（出来ないことを知りながら出来るとしている）を表示して，
消費者を騙して商品を購入させたような場合は、詐欺に当たりますので取り消す（返品
するする）ことができます。（出典：消費者庁 法律事務所 事実の確認）
（ 日東ホルカムは仕様通りの性能が発揮せず満足いただけなければ返品を受け付け
ます。）

三流の嘘つき
●HDDをケースごと破壊ビットでの貫通破壊が可能がと表示。(（実際は貫通しないＨＤ
Ｄ(多層プラッター）)が多くあることを知っている。
●HDDの挿入方向を間違えると、破壊ビット折れが頻発する事実を知っていながら表
示しない。
（コストパフォーマンスが良い？）

●軽い力で操作でき、どなたでも安全に破壊ができます。（（比較対象品（メーカー）が
不明。）） ＊A社は比較対象がドリルだとしている。

ダルマジャッキ（油圧）を使用するHDD手動式破壊機は2013年、商品名「万事安心」の
時代から虚偽・誇大広告を繰り返しています。

また、業務用のＨＤＤ物理破壊装置は大きな圧壊力（３～１２トン）を発生させるプレス
機と同様に、人身事故を防止する消費者保護の観点で機械的、電気的な安全対策を
講じなければなりませんが、安全対策(ヒヤリハット）を講じていない製品が見受けられ
ます。



後悔しない選び方 手動機他社比較編

指はさみ事故の予防に向けた科学的アプローチ
労働災害をどう防ぐか？

折りたたみベビーカーイスによる指はさみ事故、シュレッダーによる指切断事故原因となる

製品が、我々のに周りに当たり前のように存在すること、そしてそれにも関わらず、安全性

に対する指針や基準が確率していない事業者があり、HDD/SSD/LTO等の物理的な破壊装置

の安全対策（インターロック機構）を行ってない製品が見受けられる。

労働災害の８～９割は個人の不注意ですが、製品を製造する事業者が、製品に安全機構を組

み込むことで防げる事故も多いはずです。

•フールプルーフ：人間は間違えるという観点に立った、安全に対する考え方。ミスは発生するという前提で、作業
者が間違えた操作をしても危険な状態を招かないようにすること。

•フェールセーフ：機械は壊れるという観点に立った、安全に対する考え方。装置やシステムにおいて、誤操作や誤
動作による障害が発生しても、常に安全側に制御すること。

改めて製品を見渡してみて、リスクを確認してみましょう。

機械操作での労災事故：転倒、落下、挟み込み、巻き込まれ、反動、無理な操作

（厚生労働省 職場の安全サイト 出典）

日東造機Crush Boxシリーズは全ての製品にハイリスクアプローチ対策を組み込んでいます。

「簡単に見える動画にだまされた！」

後悔失先に立たず。安物買いの銭失い。



圧力と圧壊力



正しいHDD挿入の方法

安全対策・メカニカルインターロック（特許）



“不完全な穴あきSSD”販売でPCパーツショップが謝罪

■5W2H2C  ハイリスクアプローチ(商標登録済み） の目線
廃棄する SSDの物理破壊、「できただろう」誤認識による重大事故が後を絶たない！
SSD物理破壊装置の不適切な選定で、重大なインシデント（事故）になった事例を、しばしば
聞くようになった。

そこで、市場に参入している新規事業者の破壊レベルを調べたところ、ケースごと破壊が可能
としている製品に、不完全な破壊SSDが多く発見された。

5W2H2C   ハイリスクアプローチ（かもしれない対策）の考えは、見えないリスク（（不完全な破
壊（HDD/SSD/LTOD等））の可視化です。「かもしれない対策」は、常に危険意識を持って行う

対策で、あらかじめ何かが起こった場合を念頭に、重大事故が起きる前に可能性を考え準備
しておくことで、確実なHDD/SSD/LTO等の物理破壊対策を行える。

不完全な破壊を引き起こす可能性のある電子記録媒体（ストレージメディア）の中から、より高
いリスクをもっているストレージメディアを予見することをいいます。

5W２H２C ハイリスクアプローチとは…以下の９つの要素を表したものです。

When「いつ（時間）」
Where「どこで（場所）」
Who「だれが（主体）」
What「なにを（目的・人・モノ）」
Why「なぜ（理由）」
How「どのように（手段・方法）
High risk：「特に重要なことは」
Cost：「どれくらいの経費をかけるか？」
Communication：「意思疎通は充分か？」

まずは以下を洗い出す…

What：何が原因となり、どのような問題が起きているのか？
「SSDデータ消去方法の誤った認識で、４カ所の孔のあいたSSDが秋葉原の中古ショッ
プ店で売られていた。」

When：いつ起きたのか？いまも起きているのか？
Where：どこで、どのような状況で起きているのか？
Who：誰が関わっているのか？
Why：なぜその問題が起きているのか？
How：どのように解決できるのか？
High risk：その解決策は専門家による科学的管理要件を満たしているか？
Cost：どれくらいの経費が必要か？
Communication：関係部門との意思疎通は充分か？

出展（アイティメディア）
“穴あきSSD”販売でPCパーツショップが謝罪 「破壊しそこねたものでは」との声で
中古のPCパーツなどを取り扱うPCショップEYES秋葉原店は11月11日、同店が本体に穴の
開いた中古SSDを販売し、SNSで批判を受けていた件について「“誤って穴が開けられた
SSD”を販売して心配を掛けた」として謝罪した。

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2111/12/news128.html



SSDをケースごと破壊の脆弱性
ハイリスクアプローチの選択



HK-１０MA-A(安心パック)

zoomリモート説明付き
（移動多点クラスター破壊）

ハイリスクアプローチ 移動多点クラスター破壊


